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Abstract: －Hitherto, the distributions, stratigraphical zoonations and tectonic structures
of　so-cald　the　Sanbozan　Terrain (=　Southern　Belt　of　the　Chichibu　Terrain), were
investigated by many authors. However, the∧identical inter-pretations according to　the
“Sanbozan Ｔ.”,have not been achieved, because of the different view points in each author.
The Sanbozan Ｔ. consists of the Sanbozan (Upper Triassic － Upper Jurassic), Torinosu
（Ｕｐｐｅｒ-ｍｏＳtJurassic － Lowest Cretaceous), Nankai (Lower Cretaceous) and Sotoizumi
(Upper Cretaceous) GroupsレThe Sanbozan Group may be composed of the accretionary
prism, turned up by the subductional event on the Late Jurassic stage. Since the Doganaro
Fromation of the Shimanto Terrain, distributed on the southern perifery of the Sanbozan
T. is composed by neary the same faunas and block-facise with that of the Sanbozan Ｔ.，
the Doganaro Ｆ. was offered frequently to the member of the Sanbozan Ｔ‥　In that case,
the Butsuzo Tectonic line, bounded the Sanbozan Ｔ. from the Shiman七〇 T., is indistinct or
not distributed in those areas, like as the areas of Odochi and Birafu　in　Shikoku　and
Shimizu of Kishu..
キーワード：　三宝山帯し物部　　佐川　　紀州清水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに
　秩父帯南帯とは黒瀬川構造帯（秩父帯中帯）以南，四万十帯以北の地質体の名称であり，その分
布地域ぱ三宝山帯”と一致する．しかし，黒瀬川構造帯（以下中帯と記す）ど三宝山帯≒
“三宝山帯”と四万十帯との境界付近については研究者によって色々な解釈があり，その解釈次第
で，これら３帯の構造発達史は異なっている．その解釈の違いは最後期ジュラ紀～白亜紀の地質体
の解釈に大きく左右されていると思われる．　　　　　　　　　　　　　　十
　筆者の一人田代は，これまで秩父帯・四万十帯白亜系の浅海生フォーナに付いて調査口，その成
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果は，その都度公表してき七要約すると秩父帯北j……中帯とﾌﾞﾚ三宝山帯j”ではプjオーチ，堆積相と
I-･ﾐﾇ　‾.　　-I‾』/--‾●--‾　･.‾　　　JIF-’　　･’－” .･..一一■
も異質であり√“三宝山帯”しのフ分－ナは四万十帯/陽酷似しし√岑谷に串九州領家帯や東北・北海道
Z）白亜系ぱ三宝山”・四万十帯との関連が大であくるくとﾚいうﾚ事々あj忠二:ﾌﾟ……|……………………万
この事実と整合性のある“三宝山帯”や四万十帯の万関係を考えなければﾂ’三宝
の説得力のある解釈は出来ない．本論文では田代がﾉと
“三宝山帯”･と川村が調査し√同結論に達し
ついて整理七，三宝山帯とはどんな地質体で
たい．
”構造発達史
(=た万高知県下を中心にした
・/南帯・･四万十帯の関係に
翠釈の是非ﾚに=ういて提案し
図１ ：本論文中に例称しだ主要地域ｊﾚ地名==･＼1………………:ﾚ………=
　十“三宝山帯”の地層ﾉと化石群∧∧y……:ﾀﾞ＼:………………
ここで取り扱う“三宝山帯”とは，中帯の本体と
(高岡･犬伊野層・シルルーデボン系岩体や河内谷・
線もしくは四万十帯め北側に分布する上部三畳系ト
その根拠にういては後で議論するト　　　　犬　＼
やぞれに付随する古期岩類
め南側に分布し，:仏像構造
IS白亜系に及ぶ累層群の総称としで用いる．
S･ANBOZAN　T，　　‥‥‥‥‥‥‥‥
　図２士三宝山帯の構造:･I層
M:=メランジ相（月見山・安和･五色浜）トｎ： 上Ｄﾉ:∧堂ヶﾚ奈路層
Ｕ：上組層　　Ｓ ：三宝山層群犬Ｔ：鳥巣層群j/∇……JN:i °･=･南裁
Ｃ丿秩父帯中・北帯の先白亜系　　Ｃｍ：物部川層群……=万:ＢＴ=Ｌ･:jj仏像構造線‥‥　‥‥‥
Ｆ：ﾄ“カジ佐古断層　　　　　　ト　　　　　……ﾋ…………∧ｼﾉﾆﾑ………＼∧:…………尚:…………:∧十
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Ａ：“三宝山帯”の先白亜系　　　　　　　　　　　犬
　三宝山層群は模式地の高知県南国市の三宝山付近よりも，佐川南方の斗賀野～須崎付近や高知県
西部東津野～梼原付近に良く露出している．また三宝山層群特有のメガロドン石灰岩べTamura,
1983)の露出は高知市西方の荒倉付近，宇佐市高岡北部二淀川西岸の石灰岩採石場や東津野の不入
山周辺に観られる．三宝山層群は仏像構造線沿いに，その北側に分布する三宝山層（三宝山層群：
松岡, 1986)とさらに北側に重なる斗賀野層（斗賀野層群：松岡, 1986)から構成されている∧木
層群に関しては，高知西部を材料に平ほか(1979) ,佐川南方については松岡ト(1983-6)による詳
細な報告がある．特に平ほかによる報告は筆者の一人田代を含む高知大による四万十帯研究に先駆
けてプレートテクトニックス論展開の可能性を示唆したものである．三宝山層の石灰岩については，
九州の岩体を中心に田村(1983-1995)による一連の詳細な研究がある:i特に注目すべき点はメガ
ロドン石灰岩の古地理的・古環境的解析であり，この石灰岩に含まれるメガロドンや三角貝類の同
定から，この石灰岩は明らかにテチス起源の礁成石灰岩でありトこトれらは南半球の高緯度型の群集
の特徴をもち，ほぼ同時代の秩父帯中帯のモノチス・ハロビア・ミヶネトリゴニアなどの化石群集と
は異なるフォーナであることを指摘している事である（田村, 1994).
　三宝山層は主に玄武岩・玄武岩質枕状溶岩を伴う石灰岩とチャート・赤色頁岩の繰り返七からな
るオフィオライト岩体から構成されているレ石灰岩からはメガロドンのほか有孔虫の報告
(ToUmann, 1991)もある．チャート・赤色頁岩からは三畳紀～ジュラ紀の放散虫が数１ ０ｍおき
に繰り返し出る（詳細は平ほか, 1979).　　　　　　　　　‥　ヶ　　犬　　十
斗賀野層は砂・泥岩のタービダイト性互層を主体とする．南半部（下部？）では小規模な石灰岩
塊やチャート岩体が砂泥互層中に繰り返し出現するが，北半部（上部？）では殆ど観られなくなる．
ここでも放散虫化石による証拠では三畳系－ジュラ系が繰り返す事が判っているが，南側の三宝山
層から北側の斗賀野層に向かってその繰り返しは丁度ブラインドを折り畳んだように，北側ほど若
い部分が増加する傾向にある．平ほかと松岡では，三宝山層群（三宝山層群半斗賀野層群：松岡）
の構造は，その形成過程に若干の相違が述べられているが，ともに付加体プリズムを形成すると言
う結論では一致しているト
Ｂ：“三宝山帯”の浅海生ジュラー白亜紀フォーナ　　　　　　　　　　　　　　　　∧
鳥巣層群　　　　　　　･I　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　＼　　二
　鳥巣層群は高知県高岡郡佐川町斗賀野周辺に模式的に分布する．鳥巣層群は木村(1956)などに
よる細かい区分があるが，ここでは下部の奈良谷層と上部の鳥巣層に２分して考える．両層とも，
いわゆる鳥巣式石灰岩を含む事で良ぐ知られる．これらの岩相・化石相については多ぐの記載・報
告があるので詳しくは述べない．
　奈良谷層は基本的には泥岩優勢な砂岩・泥岩互層を主としたタービダイト相で構成されている．
含まれる石灰岩塊は径数ｍから数100mと様々である．一般に下位の斗賀野層（後述）との境界近
く（例えば東津野町不入山北方付近）では径数ｍ一数10mの石灰岩がタービダイト相中にブロック
状に含まれるが，上位の鳥巣層との境界近く（例えば斗賀野西方奈良谷）では数100m規模の石灰
岩塊が観られる．周辺の泥質岩の層理面と石灰岩塊の基底面は明瞭に識別されしかも斜交している．
このように奈良谷層中の石灰岩塊のほとんどはオリストリス岩体として挙動した事が推定出来る.＼
　奈良谷層は恐らく斜面近くの堆積相であり，含まれる石灰岩塊は当時の浅海域に形成された同時
性の礁生石灰岩からもたらされたと考えられ，上部に向かうて石灰岩塊が巨大化する傾向は木層が
次第に浅海域の堆積相へ移っている事を示唆している∠その時期はジュラ紀後期（松岡レ1984)と
考えられている●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　　ニ
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鳥巣層は極所的に泥質岩優勢めタービフダイトが観jyれるへもﾄの宍昿二主体は暗灰色喪
トリッIクスに巨大な礁成石灰岩体を含む地層であるﾆ…………石灰岩か/ら産出寸=る貝化石:に
らも産出する。また石灰岩の上部は周辺のジル土質泥岩/に漸移七丿同様な貝化石を
する二枚貝？巻貝化石はミオフ｡牙レラペグラヤトドレ乙]≠ﾝﾄﾉﾘ……jウギ
を主としたマ
泥質岩か
産出する．産出
テダヘト＼リノス
キャテラ，馬尾貝(厚歯二枚貝)，ネリネすなどめｓ?==よプ型口属種々あ:=岑執………石灰質ﾅﾉﾚ化石や放散
虫化石では白亜紀初期(ヴリアシアン¬バランギ午丿丿)ﾚ右方本ﾉ(相田９岡田, 1984;尚須槍j4石田，
1985)シアニン万毛ナイ=トはジュラ，白亜紀両型が観られる………(ｲﾀﾞﾘ:禾･.･6･.ず･.一万=Y･むh.八八1･,1927;須内MS上など)．
鳥巣層の石灰岩は恐らく現地生の礁成石灰岩と考え=られﾉるﾚﾚ………………万………十万………………=＼iJ
南海層群
■･-■-j〃W-■･■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　■　■■　■　■　■　　　　■■
南海層群は高知県香美郡美良布周辺に分布する下部]白亜系で碁石√下郎の美良布層は複数の現地
生の礁成石灰岩層を伴う泥岩優勢な砂岩と泥岩の‥お牡まﾄかな繰社返ﾚ仁か宍らﾚな＼るﾉ地層である．石灰岩
にはネリネア,＼厚歯二枚貝が密集して含まれている万執=万万..･.岩相伴ズ±９ノマ下寸Ｔラ√サ=ンゴ√ウニの
剌などを含むいわゆる鳥巣式石灰岩であるよ砂岩仁くはﾚｸｹﾞｸｿﾞﾚﾉｱ,ﾉｹﾞﾚﾌﾟjテ･.･j｡９ ﾄ =.万|ノゴ.平jア,万など｀め浅海生貝
化石，シルト質泥岩からはエオミオドン∠クレノトノラ吋丿々声な宍ど＼の汽水生貝化石，暗灰色泥岩部
からは遊泳生貝化石バリアムシウムが出る∧………1…………＼……Iﾚﾚﾚ…………万1:1:　　　＼…………　十‥‥‥‥
　上部の荻野層(s. 1.)は粗粒砂岩優勢懲淘汰め悪い泥質岩を伴い√汽水生貝化石＼(エオミダオ下ン，
イソドメラ√ヨジモプシスなど)を含む船谷層√丿皿卜質泥岩壱主体七しナノ……ナ万ビTJ :ス，プテロトリ
ゴユアレネイシアなど多種の海生貝化石に富む神母木層l,………ア＼レデイレ……ﾄ:･..･質砂岩が主体でククレケノ，ネ
イシア√プテロトリゴニア，チよロニセラスほか多種々浅海生貝化石ぱ富む萩:野層∧(sよ)√その上
部にぱ灰色シルト質泥岩(稀に厚歯二枚貝密集層を伴うI)…………(荻野層上部層)………と:重万なっている丁美良
布層の放散虫化石はノでランギュアンーバレミアン‥を示=.]し☆チ二………臼.･一半ヤラyjス:Ｕ
部の泥岩からデプチアン以降を示す放散虫が知らくれる∧(T臨哨ro and………Kc
なjど).j荻野層(・1,)のブオーナが√ほば同時代の北米車帯め物部川層群:とjは異質であることは既
に報告している(田代1985; 1993; Tashiro and Kozai………1994)√＼＼………………………ト‥‥‥‥‥‥‥‥
外和泉層群尚　　　　　　　　　　　　　　△……ﾆ………I………＼……=　　j………………………………
　高知県物部地域では，泥岩から粗粒岩に変わる吹越層,＼砂岩主休め永瀬層レ泥岩優勢なカジ佐古
届とアルビデン上部～力ｙ･パニアシ下部を示す上部丿白亜系が全層厚わずか350mで間断なく堆積し
ている．この外和泉層群は各層とも大型化石/｢ア丿ぞナイ……ﾄ………･･｡I二1枚.･｣え･='･･..･ウ上白･ｿﾞｻﾞ:ﾒの歯など)を多
産するよいずれの化石も中九州や北海道の白亜系四種属ヶとﾉ共通す乱………=･な:力jヽ.ヤ万も永瀬層上部;から知ら
れる御船層群と共通ずる汽水生貝化石の産出は興味深=い゜.:ニますこ=力万jジ佐古万層の泥質岩からは有孔虫=･
放散虫・石灰質ナノ化石も知られ(Matsumotoコ姐よヶT瓦涵廿丿ﾚeds., 1982),∧大型化==石と微化石め
対比上重要である．　　　　　　　　＼　　　　レ………=十=………T………:………:ﾚ………=･………;………=△……:‥‥‥　‥　　‥　‥‥=
ｃ才“三宝山帯"の上部ジュラ紀系一白亜系の構造と/分布尚ﾉIﾚ＼ﾉ……=…………:ﾉ十＼………上………=‥‥‥　‥‥　‥‥
．三宝山層群(三宝山層・斗賀野層丿に重な名鳥巣層群万 I･ﾉﾐ'南海層群４外不日泉層群はレ地域によって
は,Iいずれかの層・層群が欠如七ている事が多い…………=゜を万.･.φ･..･i.ま.:･一心.Iル=･ど:=り
切れな配列を示す為だと思われるが,＼例えば物部地域美良布付近の様:にもjと＼もﾄと鳥巣層群がなく☆
三宝山層群へ南海層群が直接重なうていると思わﾀﾞれｹる地域ﾉもﾚあﾉるご=回し力･).･し,万:･どの万部･分か欠如しても
三宝山層群を下位にして重なる順序には変わりな首√十般拓北方上位:の単斜構造を示すが，稀に美
良布の南海層群美良布層や佐川の外和泉層群宮原層………(森野偉ﾉ紅………に1989; T八心hiro:and Kattoバ995)
のように向斜構造を示す∧また各地層群:の関係は軽度の不整合卜整合関係こにあ岑=と思われるレ各層
群問の関係を観察出来る地域は非常に少ないげれどﾉﾉも,.･y.･伊ﾘえ/ば三宝山層群〕と鳥巣暦群の関係yは高知
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県の東津野町不入山北方の道路端に観られる．この露頭から両者の関係を非整合あるいは整合と観
るか，観察者により異なっている．　／　　　　　・．･．･．　　．･．　　　　・・　･･　　　．･･　．･．
　鳥巣層群と南海層群は佐川地域の山ノ神層を南海層群めメンバーとみなせば両者は整合関係にあ
る．熊本県の田浦海岸では黒崎層（鳥巣層相当層：あるいは南海層群下部層の美良布層相当）は上
位の川口層=（南海層群相当）とは整合関係にあるべTamura and Murakami, 1986;田代ほか，
1994).　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
　南海層群と外和泉層群の関係が直接観察できる露頭は未発見であるが，物部地域美良布の東方で
南海層群荻野層上部の泥岩層の一部が両側を断層で切られ,し丁度南海層群と外和泉層群の吹越層下
半部の分布地域をつなぐ位置:に分布している（地質図参照），なお吹越層下半部は泥岩層であＶ),
その地質時代はアルビアンとされていて（田代ほかレ1982)レ萩野層上部jの時代観と同七である
（高知大進論資料）．この両泥岩層が一連の堆積物と考えると地質構造による分布位置関係から見て
も南海層群と外和泉層群の関係は整合と観る事が出来る．徳島県中伊豆地域め南海層群中伊豆層
（荻野層相当層）上部の泥岩層に重なる砂岩層（生名層）からはアルビアンを示唆する貝化石が多
産する．このフォーナは物部地域では未発見であるが,岩相は吹越層中部の砂岩層に酷似する．生名
層を吹越層相当層と見なせば徳島県では南海層群と外和泉層群は完全に連続している（田代・川路，
1985).犬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　ト
　美良布西方の三宝山層群模式地付近の斗賀野層相当層の北側には鳥巣層群はないトそれは断層に
よる欠如とも考えられるが，始めから存在せず，斗賀野層相当層上に美良布層め堆積から始まって
いると考えても，美良層巾に複数の汽水生フォーヂ,･フロ¬ラが存在することから矛盾しない．し
たがって三宝山層群と鳥巣層群～南海層群基底部の間には観察地域によって不整合・整合関係が成
立し，ぞの関係は当時の後背地とし七の三宝山層群の存在が考えられる．　　　　　　十　　　　犬
　　　　　　　　　　四万十帯のジュラ紀末一白亜紀の浅海生フォ，ナ　　　‥　　ノ
　四万十帯のタービダイト相やメ＼ランジ相に関しては，この20年近い地殻発達史の中で多くの研
究者の対称にされ，その形成過程については，すでに常識化した感がある／しかし四万十帯の浅海
生フォーナの存在に付いでは軽視されがちで，その重要性に注目を払った近年の研究は筆者らの一
人田代とその共同研究者の報告を除けば，松本・吉松√1982), Nakazawa et a1. 1979)レ･柳井
(1981)などと少ない．四万十帯の白亜系浅海生プオーナを含む地層にはレ四国では宇和島層群,犬新
庄川層群堂ヶ奈路層・上組層，大正層群有岡層などがありレ紀州にも寺ソマ層，湯ノ川層などが知
られている（詳細は田代,1994参照）．ここでは特に“三宝山帯”との関係から，仏像構造線沿いに
分布する含浅海生フォーナについて言及する．　　　　　　　ノ　＼　　　十　し
堂ヶ奈路層　　　　　＝　　　　　　　　　　　　プ　＼　　････．･　　．・　　・・　･．･．　・･．　　･．・
　四万十帯北帯の新庄川層群堂ヶ奈路層は高知県須崎市め北部地域の仏像構造線より南側に分布似
かって鳥巣式石灰岩を産出することから，分布地近くの須崎市吾桑の名を取り吾桑相の鳥巣層群と
呼ばれた事もある(田村, 1959).木層の南側には夕＼－ビダイト柑＼(砂岩優勢な砂岩・泥岩互層)
を主体とする同層群半山層がある．堂ヶ奈路層の南半部は泥岩勝ちの地層である:が，岩相は変異に
富み石灰岩・チャート・珪質砂岩などの種々の岩体が混在するレ北半部は暗灰色泥岩を主とし石灰
質ナノイヒ石を含み，まれに鳥巣式石灰岩塊を伴う．　十　　　　　＼　　▽　ニ
主に南半部に混在する岩体には鳥巣層群や南海層群起源の鳥巣式石灰岩，三宝山層起源の含メガ
ロドン石灰岩，三宝山層群起源の石灰岩・チャート・赤色頁岩・珪質砂岩,ニ鳥巣型貝化石を含む石
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-<卜岩塊:を除けば南側ほ
いで,ﾃﾞj=同時堆積の牙リス
オナス下）こ¬ム相丿とみな
の岩体は皆無であ
灰質泥岩，南海層群型汽水・浅海生貝化石を含む泥質岩／同居群型浅海生岩礁生貝化石を含む砂質
岩等かおる（詳細は田代レ1994ニ参照）．これらの岩体が基本的に＼は泥質岩断然優勢なダーレビダイト
性め砂岩･＼泥岩互層の々トリックス中にブロ:･ツク状:に混在=七てい゛=づるj.そ･のブロノデグ岩塊の規模は径
数10cm⌒,･数10mと様々であるよマトリックスの放散虫/に=よ=る年=代:旧
アンを示し，ブ般に北側ほど若い．混在するプ９……･3,:=ク.:･=岩:体･
ど古い岩体かおり，その岩体と周辺のマトリックズク）年代
トスドロニム相形成の存在も推定出来る=．このよﾚうﾉ=に堂,ケ
せト含まれるオリレストリス岩塊ぱ三宝山帯”を起源古ﾉし
る∠また:牙リストリズブ'口りクの混入はオリス犬ﾄ寸ズとレマ∧トくリ)デタ∧ズ岩休め:時代観=から観1れば,宍特
定の時間帯には限定ざれず，堂ケ奈路層南半部堆積期間ﾛ)全期間を通:して間断なく起こ犬つていたと
考えられ.る．　　　　　　　　十　　　　　　∧……I:=………:………………1…………＞1………………1∇ﾚ‥‥‥‥‥犬
　堂ヶ奈路層の北半部の暗灰色泥岩主休め地層からﾚは所属不明:の＼石灰質ヂノ化石以外の化石はまだ
産出七ていない（未確認の情報ではイブセデムス産出=の報くあﾆﾘﾉ）ﾋづ=宍:次4こ述ぺる上組層宍に対比される
上組層　　　　　　　　　　　　　　　　十　…………j……………
I…
………………………………=　万1.1　△
　上組層は三宝山東方の高知県香我美町付近に分布七丿/北側ぱ仏像構造線＼に√南側は堂ｹﾞヶ奈路層相
当層にともに断層関係で接する√本暦の下部は暗灰色泥岩斉主体ﾉと……し､.･上一部･で泥質岩優勢な砂岩・
泥岩のタービダイノト性互層となっている／稀にブ戸………･ｼ:j ･･ク14犬.･|･芦､％･巣式石灰岩め小塊ﾉを含む丿下部から
　　・　　　　　　．　　　　　　・　●ﾐ==い･ゝ･llw､I}●-~-→･/･ k一一.へ･.･･ .･.････ゝ･・、、・.::　.･l･●､.．_Lj･.●.･･･.､･●四.-t=.卜_．
=はゼノマニアン～チュロニアンを示す大型化石＼(ｲ……ﾉ=セ=やi ムjズyｿが丿や牛十状に産出]し√泥底生二
枚貝や有孔虫化石も出る(詳細は青木･･田代, 1982参照)=.回申部四砂岩層が挟まれ始める付近か=ら
Ｉｎｏｃｅｒａｒmiｓtｅｓｈｉｏｅａｓiｓ,　I.　ｍｉｈｏｅｎｓiｓが=出ている∧ﾚ(田代ﾚｹﾞ19㈲卜の:=でコj午アジアンまでは確実に
存在し，さらに仏像構造線まで200m以上の厚い地層がL膏｡φ上位,に重な：るト紀州の寺こソマ層が木層
に対比されるとすればサントニアンも存在するべ松本=:(:吉松☆坤叩)ご‥‥‥‥　‥‥‥/　　し　大
工堂ヶ奈路層と上組層に混在する岩体や，マドリ寸ﾉｸﾉｽ岩体か……らこのｲﾋ石証拠がいずれもヅ‘三宝山帯"
の岩体と密接な関係にあるため，両層の分布地域が南帯ﾉ(“=三宝山帯勺＜どし＼で取り扱われている地
域が西南日本各地に存在する．その具体的例とjしTtぐ………男ij章で詳しくﾉ紹介する.=本層をブロレク岩体
の岩相や化石相の共通性から南帯と解釈すれば,堂ケ奈路ｙ上組層曙言顕著ではないが，四万十帯
の本体である新庄川層群半山層・須崎層ﾚや大正層群野列町層粒ﾉも三宝山帯起源の岩体が含まれてい
るところがあるので,二四万十帯も南帯になると言う]矛盾が生ﾚﾋﾟﾉ岑∧おそﾉら,く，し四万十帯はジュラ紀
末以降.仏像構造線を介しで三宝山帯"と密接な|関係にｿあこつ真∠すなはち√堂:ヶ/奈路・上組層は
　“三宝山帯7を後背地と七だ四万十帯本体堆積時め前弧海盆堆積柑であ=る‥と考えられるぺ
　犬　　　　　　　　中帯りﾋ帯のジュラ紀後期十白亜紀のj浅海生プオレ４ナ…………………　ｊ　＼∧‥　犬
別されてきた（例えば蔵田レ1940).
　加茂帯の鳥巣類似層は泥岩優勢な砂岩・泥岩のj細互層か言な希夕トノビダイト相々，まれに径数ｍ
rヽ10数ｍ規模の鳥巣式石灰岩のブ白ヅクが挟jまれでい)るく.=……本層のjﾋ但qlこ6jt断層関係七白亜系物部川
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層群の土佐加茂層に接し，南側は加茂西方の下山付近でトサペクテンの産出で知られる三畳系河内
谷層に断層関係で接している．木層からは甲藤・松本(1982)によりカロビアンを示すアンモナイ
トやトサロロビス・ネレーテスなどの生痕化石が報告されている．長竹帯の鳥巣類似層は暗灰色泥
岩を主とした地層で加茂帯同様に鳥巣式石灰岩ブロックを挟む．長竹の耳飛田からはミオフォレ
ラ，ギャテラなどを始め10種ほどのジュラ紀鳥巣型の貝化石がでるレ長竹帯の木層北側は耳飛田
付近では加茂低地帯に隠れ見えないが，北側にはペルム紀放散虫を産出する高岡層相当層と断層関
係で接するレ岩目地～耳飛田中間部では木層は高岡層相当層との問に厚さ20mほどの三畳系河内谷
層相当層のレンズ状岩体を挟んで接する．この２帯の鳥巣類似層はぽぼ東西方向に両辺を断層で切
られ，中帯に細長いレンズ状に取り込まれたように分布していると思われる．し　し　　上
　松岡(1985)によるジュラ紀中期の毛田層からは鳥巣式石灰岩は出Tぐいないが，岩相は両帯の鳥
巣類似層に近い．筆者の一人田代は加茂地域の鳥巣類似層は毛田層の一部と解釈している．そして，
これらのジュラ系は鳥巣層群と密接な関係にあると考えている．中帯に:はこれらのジュラ系のほか
にも著しく圧砕を受けた暗灰色泥岩を主とした岩体がある．例えば岩目地東方にシルル系（？）凝
灰岩層や三畳系の含ミネトリゴニア砂岩をブロッグ状に取り込んだマ下リヅクスの暗灰色泥岩があ
り，放散虫からジュラ系が確認されているが，鳥巣類似層や毛田層のジュラ系とは区別されるべき
であり，最近大分県祇園山周辺で曽我部ほか(1995)で述べられた大石層に対比されるジノユラ系で
あろう．加茂周辺の鳥巣類似層や毛田層の分布に類似した鳥巣層群類似層として熊本田浦地域の坂
本層がある．坂木層の周囲は断層関係で，北側は三畳系田浦層と接し，西側でぱ秩父古生界”小
崎層に接し,く南側には蛇紋岩体が分布する．　　　　　　･.
　坂本層や長竹帯の鳥巣類似層の浅海生貝化石は明らかに鳥巣層群に共通する属種である．そして
その分布は明らかに中帯にある．毛田層は化石による時代観からは鳥巣層よりも奈良谷層に近い．
奈良谷層には浅海域の貝化石は殆ど知られていないので奈良谷層よりも幾分後背地寄りの堆積相を
示しているのが加茂・長竹帯の鳥巣類似層と思われる．本来”三宝山帯”にあ･るべき鳥巣層群の一
部が中帯中にレンズ状の巨大な岩体として存在することの意義は極めて重要である／
下部白亜系物部川層群　　　　　　　　　犬
　木屑群は西南日本全域の北・中帯の先白亜系に不整合関係で重なる下部白亜系で，オーテリビア
ン後期－アルビアン後期の汽水一沿岸浅海成堆積相が繰り返し堆積する地層群である．一般に南方
上位か南翼が不完全な向斜構造を示すが，向斜構造め場合北翼は逆転している事が多ぐ，堆積の開
始の時期が南翼よりも遅れている．木層群は地域毎に堆積時期や堆積物の量比に違いがあり，それ
は堆積当時の後背地の地形や地理的位置関係に左右されていると思われる．しかし，堆積が遅れて
いる地域に限らず，その上位に重なる堆積相は同時性を持９て変化しながら間断なくツ連の堆積物
を構成している．換言すれば，地域毎に堆積開始のずれかおるが，以後の堆積はアルビアン後期ま
で連続している．
　木層群の岩相・化石相の詳細は，これまで多数報告しているので省略するが，ほぼ同時代の“三
宝山帯”の南海層群のフォーナ・岩相とも異質であることは強調しておく．
外和泉層群　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　北・中帯の外和泉層群は徳島（櫛淵層）から紀州（二川層・戸屋城層など）にかけて分布する√
それはカンパニアン（あるいはサントニアン末期）以降の部分で.徳島・紀州では共に北方上位の
構造を示す．したがって中・北帯では少なくともアルビアン末期－サントニアンに及ぶ期間の白亜
系は欠落している．元来外和泉層群ぱ三宝山帯”の下部白亜系に重なる上部白亜系である．この
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事はサントニアンまでは･‘三宝山帯”と北・中帯の間には地理的あるいは構造的隔たりがあった
とを暗示している．　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
ヽ･
Ｌ
　　　　　　　上　四国物部地域の“三宝山帯"＼　　　　　ニ　：
　図３ａは青木・田代べ1982),森野ほか(1989), Tashiro and Kozaト(1983)で公表した地質図
に三宝山層群，図３ｂは田代ほか(1982), Tashiro and Kozaト(1983), Tashiro et a1 (1981),甲
藤ほか(1985)で公表した地質図に三宝山層群・四万十帯のデータを加えて再検討,したものである．
　地質の概略　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　ダ　ニ
　図3aは高知県香我美町美良布付近を中心にした地質図で，南側から四万十帯北帯の月見山メラ
ンジ相・新庄川層群半山層相当層・堂ヶ奈路層相当層・上級層,‥三宝山層群（三宝山層・斗賀野層），
南海層群美良布層・荻野層(s.l.)が順序よく並んでいる．鳥巣層群は欠如しているL荻野層の東
方延長部（図面左中央部）には荻野層上部の暗灰色泥岩層と思われる泥岩が薄く分布し，この泥岩
からはアプチアンーアルビアンを示す放散虫が出ている.万萩野層の北側は物部川層群（ここでは日
比原層上部の暗灰色泥岩）とほぼ東西方向の走向性断層（カジ佐古断層）で接七，この断層は図の
西端付近で東に向かってクサビ型に閉じる中帯の蛇紋岩体と伊野層相当のチャj－ト岩体の／クサビ
の両辺に連続する．各地層の詳細については青木・田代(1982),犬森野ほか(1989)を参照された
い．　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　二九　　‥‥‥‥:
　図の東北部から南西部に向かって地層の配列方向に斜交した断層（上韮生断層二吹越断層）によ
り，美良布地域では中・北帯の物部川層群と四万十帯堂少奈路層担当層（図の東側），南海層群と
堂ヶ奈路層相当層（図の中央）が直接接している.∧堂‥ヶ奈路層（堂ヶj奈路相当層）１上組層の化石¨
相・混入岩休め岩相・アレナイド質の砂岩相はいずれも“三宝山帯”と酷似または共通することと，
従来仏像構造線を斜めに切る断層の存在が認められていなかうたべ意識的に認めすいなかった傾向
がある）ため，殆どの研究者によって，堂ヶ奈路層相当層の大部分が南帯（＝“三宝山帯”）コとさ
れてきた経過かおる．　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　ト　＝　　　＼　　　　　　＼
　ﾉ図３ｂは図3aの東北延長部にあたり，物部村大栃付近を中心にした地質図である．ここでは北東
部奥物部比三宝山層群が露出する．この地域の堂ヶ奈路層相当層はすべて南帯（こ三宝山帯”ド
と解釈されてきた．ここでは上韮生断層のため，図の東北端では物部川層群ばかりではなく，中・大
北帯の先白亜系が”三宝山帯”と直接接している．　‥　し　　　　　ダ　　　　　　　　　犬
　図３ａと図3bをまとめで，その概略を図示いたものが図5aであり，図にぱ三宝山帯”が仏像
構造線に斜交する上韮生断層のため南北にずれて分布しに途中三宝山層群が欠如している様を強調∧
して画いている．上韮生断層の性格は左横ずれ的傾向を持つが,大きくみれば西側で強く南側へは
りだした衝上性断層の可能性がある．この点については四国全域の構造運動め解析が必要であ‥ろう．
これまで外和泉層群は中・北帯の白亜系と見なされることが普通であうだため∠吹越断層が中・北
帯と南帯を分ける構造線とされてきたが，外和泉層群ぱ三宝山帯”の構成層であることはすでに
述べた通りであり，その境界線はカジ佐古断層である二と考えられる．また吹越断層は上韮生断層と
同義語と見なせる．しかし上韮生断層の性格を良く示しているのは吹越断腸複式地の大栃西方吹越
付近である．　　　　　　　　　　　　　大　　　●●●　●●●　●●　　　　　●●　　　　　　　　●●●
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図4=:紀州清水周辺地質図
高知大学学術研究報告 (1
□……4
m
…
…:ﾉ4
圀 : 州覆水周辺地質凶　　　　　　　　　　　　上…………=1…………=…………=1………………1＝　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
丿Ｋ ：上韮生断層類似の断層＼　１：“秩父帯北帯”……………2j:=黒瀬川構造帯ﾉ……j3 :j外不口泉層群二川層∇（鳥屋
城層）犬4-7 ：四万十帯白亜系（４：　・湯ノ:川膚ダサ半山層相当層………j.゜5･I；..･新.土･居層相当層＞△６二野井子谷
層芒堂ヶ奈路層相当層∇　フ：久野原層⊇上組層相当層）万………＼＼＞……………………………万＼ﾄ＼＼……………;‥‥‥‥‥‥　‥　‥‥‥
紀州有田川上流地域のし?,秩父帯甫帯"……j.･1こづいて
　Nakazawa et aト(1979)や掃部･･中沢(1989)……lに=･よ･.つで:糸･己･jヽ|･|.め:有田川上流地域しの和歌山県清
水町付近の四万十帯や南帯から南海層群型の貝化石が報告=4＼記載=ざれている．筆者め＝大川村は卒
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業研究の目的で本地域の調査に従事した．その結果は図４の地質図・地質断面図，図６の層序区分
対比図のとおりで，図5bには本地域の地質概念図を画いている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　本地域の地質の概略
Ａ：秩父帯中帯（黒瀬川構造帯）　　　　　　　　＼
帰部・中沢(1989)が井谷層とした分布範囲の北半部（西側）でペルム系石灰岩塊(Yamagiwa
et a1，1971)やチャート岩塊を含む泥岩優勢な部分と，その北側で坂・高木(1983)が黒瀬川帯と
した部分をあわせた部分を新しく定義する．木地質体には鳥巣型ジュラ紀貝化石層の存在が知られ
ている(Nohda and Setoguchi, 1967)が，高知県佐川町加茂付近の鳥巣類似層（前出）や熊本県
田浦地域の坂本層に似た存在を示していると思われる，　　　犬　　　　　　　　尚
Ｂ：四万十帯
野井子谷層（堂ヶ奈路層相当層）
　ここでは掃部・中沢の野井子谷層に井谷層の南半部（東側）を加えた範囲をもって，野井子谷層
と再定義する．本層は基本的には泥岩優勢なタービダイト相であるが，鳥巣式石灰岩（ジ４ラ後期一
白亜紀初期）・メガロドン石灰岩（三畳紀後期）・チヤード（ジュラ紀以前）・含汽水生貝化石粗
粒砂岩（白亜紀初期：今回確認したのはカキの殻片のみで，掃部・中沢の資料によれば南海層群型
動物群で，これは堂ヶ奈路層からも産出卜・珪質砂岩（主にジュラ紀）のブロック状岩塊を含むオ
リストローム相を形成している．マトリックスに相当するタービダイ＼卜相の泥質岩はづ投に強いシェ
アを受けている．そのマトリックスからはジュラ中期～アプチアンの放散虫を検出七だ（ただ七泥
岩のオリストリス岩体の存在も当然有り得る）．これらの化石は，すでに公表されている本地域か
らの記録と殆ど同じ結果なので，その詳細と図説は省略する．
新土居層相当層　　　　　　　　　　　　　　丿
　野井子谷層を北側に追跡すると本地域の東北部ではローモンノタイトの細脈が顕著な砂岩・泥岩の
互層からなるタービダイト相に変わる．掃部・中沢が湯ノ川層とした部分の北半部である．高知県
下の四万十帯では堂ヶ奈路層を走向方向に追跡するとローモンタイトの晶出で特徴付けられた泥岩
やや優勢な砂岩・泥岩互層のタービダイト相があり，これを新土居層と呼んでいる（甲藤.1980）.
地質時代は高知の場合と同様に不明.
　“湯ノ川層”（半山層相当層）　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十
　砂岩・泥岩の互層からなるタービダイト相で，挟まれる凝灰岩からアプチアン前期－アルビアン
が示唆されている（掃部・中沢, 1989).ここで“湯ノ川層i9 ..とした部分は，掃部・中沢による本地
域の湯ノ川層の南半部にあたる．岩相・時代観ともに高知県四万十帯の半山層と同じである．なお，
Nakazawa et a1 (1979)による湯ノ川層の宮古型貝化石（堂ヶ奈路層からも産出）は斜面堆積相
と考えられる半山層からは知られていないので，恐らくNakazawa et a1 の湯ノ川層は堂ヶ奈路
層に対比される可能性があり，そのため本地域の湯ノ川層にはコーテーションマークを付けで表記
した．
　久野原層（上組層相当層）　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　犬
野井子谷層の西側（南側）にクサビ型に分布する暗灰色泥岩を主体とする地層である．まれに疎岩・
細粒砂岩のオリストリス岩体が観られる．また上部に石灰岩質泥岩を挟む．泥岩は一般に強いシェ
アを受けている．今回は検出出来なかったが，掃部・中沢によればコニアシアンーカンパニアンを
示す放散虫が検出されている．岩相や堂ヶ奈路層相当層との位置関係，時代観から推定すれば，高
知県四万十帯の上組層に対比出来よう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
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Ｃ：外和泉層群　∧　ダ　　犬　　　　　　　　…………:……………………=∧＼…………1ﾉ……………ト…………＝　　　　ヶ
二川層　　ト　・.・.･..　･･.･･　　　　　　　　.･...･.･･･.j…………1し=･:∧∧二……………………==J…………=ﾉﾚ＼∧………I　　　　ニ
　木層は層厚約800mで，走向はほぼＮ-Sを示しソ西=へ10-20度の傾斜で分布する．下位の中帯
の先白亜系とは低角度の断層関係にある．岩相は,………下一部層力暗灰色シルトト質泥岩レ中部層の泥岩優
勢な砂岩・暗灰色泥岩のタービダイト性互層，上部層め植物片仁富右灰緑色砂岩と変化するj下部
のシルトト岩最上部（沼谷林道）から……“Ｓｐｈｅｎｏｃｅｒａｍｕｓ＼）尚加値几下=Ｉｎｏｃｅｒｏｍｕｓト（Ｃａtａｃｅｒａｍｕｓ）
balticμ４ tｏタａＪＧｏｍｉｓ,＼Ｐｈｏｌａｄｏｍンusp。Ｅｚｏｎｕｃｕｌａｎ（ｿ組面t肩可ｏｒｒｒiiｓ▽のノぽかウ午√アンモナイ
卜の断片などを得たに２種のイノセ：ラ1ムズ類は本地域よ
外和泉層群から1も知られているｹﾞ(Yabe, 1915; 1田代=,万･
は九州め姫浦層群,/愛媛の和泉層群のカンパニアノ丿中期
1993) .下部層下部からはコニアシアンーサントダず＼
や徳島の櫛淵層の
)………“Ｓ:ｓｒｈｍ.idt.j."
部分から知盲れている二（田代，
放散虫が記録ﾄ（掃部・坤沢，
1989)されでい･るが，本邦白亜系のゴニ：アシアンーサダドレニゾデゾン初期ﾉに頻繁にﾉ出現するズラーンプ性
含傑泥岩や凝灰岩層が存在しないので，下部層の主体はカツパヰプソであ/り尚↓含むとして転サダト
ニア：ン末期であろう，上部層はしばしば凝灰岩を挟む.……ｿL部層c･岩1万相･k
淵層のマストリヒシアン部分に酷似しレ四万十帯有岡層や=1
貝化石砂岩層とも良く似ているバヒ石の証拠はなjいが↓:………=こ=に
測ざれる丿領家帯白亜系の姫浦∧･和泉層群のカレパしÅア=しﾝﾚj;
群や北海道函
含上部白亜系
ンの存在が予
ﾘjズミカルで小刻みな海進・
海退相を繰り返しているが,Iここでjは単調な中一上部層ぺの海退相の変化かあ==るのみなので，北海
道の上部蝦夷層群上部や函淵層に似ている．　………:…………=＼‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　‥‥‥
　二川層を南へ追跡すれば鳥屋城層の分布かおる八明屋城層恚区別する必要があるのか疑問である
が，ここでは，従来の報告に従って二川勝を継承し直万△つ　，＼＼＼1…………………:　　　　‥‥‥‥‥
・U=3:ｺｺ？て（ご受
裕ぐ
･〃-'‾/‾‾
ご
‾‾‾/-'丿
図５：物部地域と
　ａ：物部地域　　　　　　　　　‥
ＢＴＬ：仏像構造線　Ｋ：上韮生断層　Ｆ：力
ＳＡ：三宝山帯（ｓ:三宝山層群犬Ｎ:南海層群
層群）
ＳＨ：四万十帯（Ｈ:半山層相当層　Ｄ:堂ヶ奈路層相当
　Ｕ:上組層）　　　　　：　　　　　　‥‥‥
Ｃｍ:物部川層群　　　　　　し
:(Ｕ:久野原層＝上組層相当層
≠堂か奈路層相当層士Ｈ:“湯ノ
∧S6:外和泉層群　Ｋ’：上
で上黒瀬川構造帯
秩父帯南帯（三宝山帯）の解釈（田代・川村）
? ? ? ? ? ?
調査地域
― ? ? ?
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秩父累帯　黒瀬川構造帯四万十累帯
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地質構造　　　　　　ト　　　　　　　　　　　＜…………　………＼…………j………………犬…………=‥‥　‥‥‥
　本地域では仏像構造線が野井子谷層と黒瀬川構造帯境界や/,＼=/野井子谷層よ湯ル川層間に置かれた
りしている．しかし今回の調査結果では本地域には仏像構造腺は存丿在廿ずﾚ前者こそ高知物部地域
の上韮生断層と同じ性格斉持つ断層であjり(図皿のﾚＫ上図5bの二K') ,△後者は四万十帯の堂ヶ奈
路圖と半山層を分かつ断層である．したがっ七√本地域に＼ぱ……‘=‘三宝山帯‘'……(=j南帯)二は存在七ない．層 。 つ岑本地域にｿぱj… ‘=三宝山帯゛'……(=j南帯)
丁度高知の物部地域大栃地区の構造に似た地質体の配列を取らすいしる地域である七考えられる
まとﾚめ=.…………:･.･.
１）“三宝山帯’‘は付加帯岩相の三宝山層群とその上位jご重な:る=鳥巣層群:･南海層群∇･外和泉層群
　から構成される.しこめ構成からなる地質体を三宝山帯yと］定義すﾚ岑上（図２）二………ﾀﾞ
２）三宝山帯の付加活動は鳥巣層群堆積以前である.……しj一一.尹土･ｶ･i°ｻらj:七万三宝山層群にかぎって論ずれば上
　部三畳系～ジよラ系であるが，三宝山帯と七で論ずれ=は上部三畳系よ最上部丿白亜系まで存在する．
３）四万十帯の堂ヶ奈路層･上組層丿･新土居層ﾄ（各相当層）＼は三宝山帯を後背地とﾉした前弧海盆の
　陸棚～大陸斜面に形成さ=れたオリストスドロ÷み層を包括する堆積椙であ=り尚,＼ジ・・ラ紀末以後の
　三宝山帯の:地層群（鳥巣・南海･.外和泉層群卜とｿﾞぱﾌﾟ三宝山山塊ｙニを挟んで存在した同一フォー
　ナ･岩相を持う同時異層:（同時同相）め関係にあくる∧万……………∇:……JII　　　‥‥‥‥‥‥
4）外和泉層群の堆積後期のカンパニアン（あるい鍵=サツノト二アン末期）までは√三宝山帯と中・
　北帯の間にﾉはﾚ地理的あるいは構造的隔離の存在が推定さﾚれるｽﾞﾉ犬=ﾌｵ:-ﾅの違いで考察すれば，
　その関係は緯度的なずれを考えた方が説明が容易であるノ(田代, 1985).　‥‥‥‥‥‥‥
５)四万十帯の堂ヶ奈路し･上組層は仏像構造線に隣接ｾﾉﾌﾟごい＼るうえに√構成岩相や化石柑が三宝山
　帯と殆ど一致するため=,地質体の構造を検討しないかｿぎ:り=，j高匁ilφ美良布/.:大栃ﾉ,十糸己jヽ|ヽ1の清水地
６
域の例のごとく区別が困難であり，しばしば南帯ト=(三宝由帯卜と混同こさﾚれ七いくる地域がある.
)その混同をさらに助長する存在として高知の物部地域jの生韮生断層のよ:う〉な仏像構造線を北東
から南西に斜交する斜め胴切り断層群がある／こ＼の断層群の存在宍は西南白本のﾚ構造発達を考える
上に重要な意味をもづものと思われる．　　　……………………:………ﾉ……　１　　＼　＼　　ｿ.･　　＼･
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